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8月 23日(木）   活動 晴れ後雨  67名＋7名   

  台風の間の活動日。打ち合わせはイベント協力

や熱中症対策のお願いが中心となる。シニア生 6

名。里山Gは倒木処理やイベント観察路のウルシ

刈り、エコGは野菜の収穫の他、種まきや日よけ

取り付け、そして

景観 G は BC 付

近の草刈りの他、

ソバ畝つくりに

取り組む。また花

班はアジサイ・ヒ

ヨドリバナの剪

定、パトGは丸太階段の補修や１コースのパトロ

ールを行う。 

 

8月 25日(土）  イベント  晴れ  36名＋43名   

  夏休み最後のイベント。終日涼しい風に恵まれ、

参加者 42名、スタッフ等 35名が集合。午前中の

飯ごう炊さんとカ

レー作り、午後の

自然観察に取り組

む。午前中のプロ

グラムは順調に進

み、11時 30分に

は終了。午後は 12

時 15 分から班ごとに里山を回り、自然観察を行

う。最後には里山への帰路でロープを使っての下

山も楽しみ、1時 30分には終了する。 

 

8月 30日(木）   活動  晴れ  76名＋3名 

 8 月最後の活動だが、猛暑が続く。秋や冬に向

けての準備がスタート。また、施設の補修も始ま

る。シニア生１名、ビジター2 名。打ち合わせで

はイベントの反省や夏時間の終了日の連絡がある。

里山Gは台風の倒木処理や水路改修、そして薪割

り、エコGは野菜の収穫の他、秋野菜・冬野菜の

準備、そして景

観Gは彩の森の

草刈り、ソバク

ラブはソバの種

まきを行う。ま

たビオ班は水生

生物調査、パト

Gは赤岳の丸太階段の補修、観察路の倒木処理や

草刈りに加え、メイン階段の補修を完成させる。 

 

9月 6日(木）   活動  曇り 76名＋1名  

  台風 21 号。ならやまでも、大きな木が倒れた

り、設備等が破壊され、爪痕を残した。活動の大

半はこれらの撤

去そして回復・

現状復帰に充て

られる。ほとん

どのGは倒れた

野菜や花、倒木

等の処理・整理

に取り組むが、壊れた設備等のチエックに時間を

割いたGもある。だが山の中などまで目が届かず、

次回以降の作業になる。来週から全日作業。 

9月 13日(木）   活動  晴れ  76名＋2名    

 涼しくなり、作業がはかどる。午後からは雨が

予想されたが、天気も持ち、各Gとも秋や冬に向

けての作業に力が入る。台風の爪痕がまだまだあ

ちこちに残り、修復に多くの労力がかかる。シニ

ア関係者 1名、見学者 1名。里山Gは観察路の整

備や水路補修、エコGは野菜の収穫の他、秋野菜・

冬野菜の準備や

施肥、そして景

観Gは彩の森の

草刈りに取り組

む。またビオ班

は池周辺の草刈

り、花班はお花

畑の草取り、パ

ト G は観察路の整備と 3 コースのパトロールを

行う。 


